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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況	

	

１．機関内規程	
	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合する機関内規程が定められている。	

□	機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。	

□	機関内規程が定められていない。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

平成２２年４月１日規程第７０号	（センターポータルサイト掲載）	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程（平成２２年４月１日施

行、平成２７年４月１日改訂、平成３０年４月１日改訂）	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	

厚生労働省における動物実験等の実施に関する基本指針指針にそって、機関内規程

が適正に定められている。	

動物の愛護及び管理に関する法律を遵守している。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

２．動物実験委員会	
	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。	

□	動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。	

□	動物実験委員会は置かれていない。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第４条〜第８条	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター研究所動物実験委員会名簿	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	

動物実験規程に設置することを定てる。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

３．動物実験の実施体制	



（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。	

□	動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。	

□	動物実験の実施体制が定められていない。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第１０条	 動物実験計

画の実施	 第１１条	 実験操作	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	

動物実験規程に定められている。	

平成２３年度から計画書のWEB申請、審査の導入を開始している。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

特になし。	

	

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制	
（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。	

□	安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点

がある。	

□	安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。	

□	該当する動物実験は行われていない。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第１１条	 実験操作	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター研究所遺伝子組換え実験安全管理規程

（センターポータルサイト掲載）	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター毒物及び劇物管理規程（センターポー

タルサイト掲載）	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター研究所微生物安全管理規程（センター

ポータルサイト掲載）	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	

センター規程により適正に定められている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当なし	

	

５．実験動物の飼養保管の体制	
（機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、実験動物管理者が置かれている

か？）	

	



１）評価結果	

☑	基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第２１条	 飼養保管施

設の設置	 第２２条	 飼養保管施設の要件	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

センター規程により適正に定められている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当なし	

	

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果）	

該当なし	

	

Ⅱ．実施状況	
	

１．動物実験委員会	
（動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合し、適正に機能している。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

国立成育医療研究センター研究所動物実験委員会議事録、持ち回り委員会記録	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

国立研究開発法人国立成育医療研究センター動物実験規程に基づき、適正な活動を

実施している。	

動物実験委員会は年度始めに必ず１回は開催されている。それ以外の問題は逐次持

ち回り委員会により議論されている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

２．動物実験の実施状況	
（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	



	

２）自己点検の対象とした資料	

動物実験計画書（Webアクセスにより確認、http://172.29.3.41/anio/index.htm）	

動物実験計画承認書	

動物実験終了報告書	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が適正に実施されている。平成２８

年度は新規課題６題、継続課題５６題を承認している。平成２９年度は新規課題４

題、継続課題５３題を承認している。動物実験計画書の審査では人道的エンドポイ

ントを考慮した審査が委員会で行われるようになっている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

３．安全管理を要する動物実験の実施状況	
（当該実験が安全に実施されているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

□	該当する動物実験は、行われていない。	

	

２）自己点検の対象とした資料及び視察	

動物実験計画書（Webアクセスにより確認）	

遺伝子組換え実験一覧（事務のページ）	

飼育室の視察（平成３０年３月２３日）	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

動物実験計画書の申請時に、遺伝子組換え実験、毒劇物使用実験、感染実験などは

安全対策が施されているか動物実験委員会で確認されている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

４．実験動物の飼養保管状況	
（飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料及び視察	

飼育管理作業日報	

実験動物管理者飼養保管施設巡回記録	



微生物モニタリング成績表	

動物実験委員会副委員長飼育室の視察（平成３０年３月２３日））	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

飼育管理作業日報は実験動物管理者が精査し、飼養保管は適正に実施されている。	

飼養保管状況は動物実験委員会委員長、動物実験委員会副委員長による視察が行わ

れている。	

微生物モニタリングも定期的に実施されている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当なし	

	

５．施設等の維持管理の状況	
（機関内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施設や設

備に、改善計画は立てられているか？）	

	

１）評価結果	

□	基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。	

☑	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料及び視察	

飼育室、空調室の視察（平成３０年３月２３日）	

整備記録	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

空調機、オートクレーブ、自動洗浄機、バイオバブルファンなど定期的に点検され

ているが老朽化により故障がいくつか発生した（整備記録）。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

空調器、オートクレーブ、自動洗浄機なども今後、計画的に保守予定である。	

	

６．教育訓練の実施状況	
（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？	

	

１）評価結果	

☑	基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料および根拠	

動物実験講習会出席表（新規動物実験実施者対象）	

実験動物慰霊祭および実験動物再教育出席者名簿	

動物実験講習会スライド原図一式	

実験動物管理者の自己研鑽資料（研修会）	

飼養者の自己研鑽と研修記録	

	



３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練が適正に実施されて

いる。新規受講者は平成２８年度と２９年度を合わせて、１０４名であった。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当せず	

	

７．自己点検・評価、情報公開	
（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？）	

	

１）評価結果	

☑	基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	

□	概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	

□	多くの改善すべき問題がある。	

	

２）自己点検の対象とした資料	

動物実験に関する自己点検・評価報告書（本報告書）	

情報公開資料	

厚生労働省の動物実験の基本指針に基づく外部検証等の実施方法に関する特別研究

班による外部検証トライアル報告書	

	

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	

平成２９年自己点検・評価報告書（本報告書）と平成２８年、２９年の情報公開資

料は国立成育医療研究センター研究所実験動物委員会ホームページで公開されてい

る。厚生労働省の動物実験の基本指針に基づく外部検証等の実施方法に関する特別

研究班による外部検証トライアルが実施されている。	

	

４）改善の方針、達成予定時期	

該当なし。	

	



宮戸動物実験委員会副委員長視察（平成３０年３月２２日） 

 



所長自己点検（平成３０年４月３日） 

 


